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平成 29 年 3月告示 学習指導要領の具現化に伴う適正な学習評価の実施について 

 
Ⅰ 学習評価についての基本的な考え方 

 

１ 学校全体としての組織的かつ計画的に取り組むこと！ 
～妥当性・信頼性のある学習評価～ 

 (1) 評価規準や評価方法を事前に学校（学年）で検討し明確化することや評価に関

する実践事例を蓄積し、共有すること。 

 (2) 評価結果の検討等を通じて評価に関する教師の力量の向上を図ること。 

 (3) 教務主任･研究主任を中心として学年会や教科等部会の校内組織を活用するこ

と。 

【知識・技能】 
① 各教科の学習過程の中で、個別の知識･技能の
習得状況について評価する。 

② それら（習得した知識・技能）を既有の知識と
関連付けたり活用したりする中で、他の学習や生
活場面で活用できる程度に概念を理解したり、技
能を習得したりできているかを評価する。 

◇ 事実的な知識の習得を問う問題と、知識の概念
的な理解を問う問題とのバランスに配慮したペ

ーパーテストの工夫改善を図る。 
◇ 評価場面では、児童･生徒が文章で説明したり、
教科の特質に応じて観察･実験したり、式やグラ
フで表現したりする場面を設けるなど、多様な方
法を取り入れて評価する。 

【思考･判断･表現】 
○ 各教科の知識･技能を活用して課題を解決する
ために（過程）、必要な思考力、判断力、表現力
を身に付けているかを評価する。 

 ◇ ペーパーテストだけでなく、論述やレポート
作成、発表、グループでの話し合い、作品の制
作や表現などの多様な活動を取り入れたり、そ
れを集めたポートフォリオを活用したりする。 

【主体的に学習に取り組む態度】 
● 単に、継続的な行動や積極的な発言をするなど、性格や行動面の傾向（挙手の回数やノートの取り方、宿題の提出の

有無、態度の良し悪し）などの形式的な活動を評価するのではない。  
○ 知識･技能を獲得したり、思考力･判断力･表現力を身に付けたりするために、自らの学習状況を把握し、学習の
進め方について試行錯誤するなど、自らの学習を調整しながら、学ぼうとしているかという意思的な側面を評価
する。 

◎ 評価の側面として、①知識･技能を獲得したり、思考力･判断力･表現力を身に付けたりすることに向けた粘り強
い取り組みをしようとする、②「①」の取り組みの中で自らの学習を調整しようとする二つの側面＊を評価する。 

◇ ノートやレポートの記述、授業中の発言、教員による行動観察、児童生徒の自己評価・相互評価などを用いる。 
 ＊セルフ・モニタリング（自己点検・自己評価）、セルフ・コントロール（自己管理・自己制御） 

令和 ６年 ４月  
昭島市立玉川小学校 校長 小瀬 和彦 
 

 

1 学習評価の充実 
単元や題材など内容や時間のまとまり

を見通しながら、児童生徒の「主体的・
対話的で深い学び」の実現に向けた授業
評価を行うと同時、評価の場面や方法を
工夫して、学習の過程や成果を評価する
ことを示し、授業の改善と評価の改善を
両輪として行っていく。 

 

２ カリキュラム・マネジメントの一
環としての指導と評価  
「学習指導」と「学習評価」は

学校の教育活動の根幹に当たり、
教育課程に基づいて組織的かつ計
画的に教育活動の質的向上のため
に、ＰＤＣＡサイクル化を図る中
核的役割を担っている。 

 

４ 学習評価の改善の基本的な方向性 
   「１」～「３」の課題解決及び指導と評価の一体化を図

り、学習評価が真に意味のあるものとする。  
(1) 児童生徒の学習改善につながるものにしていくこと。 
 
(2) 教師の指導改善につながるものにしていくこと。 
 
(3)  これまで慣行として行われてきたことでも必要性・妥

当性が認められないものは見直すこと。 

３ 主体的・対話的で深い学びの視点からの授業

改善と評価  
   指導と評価の一体化の観点から、学習指導

要領で重視している「主体的・対話的で深い

学び」を実現して授業改善を図り、各教科等

における資質・能力を確実に育成する上で、

学習評価は重要な役割を担っている。 

Ⅲ 学習評価の円滑な実施に向けた取組について 

２ 日常の授業の中で児童生徒の学習状況を適宜把握して指導の改善に生かすこと！ 

 ○ 観点別学習状況の評価の記録に用いる評価については、毎回の授業ではなく原

則として単元や題材などの内容のまとまりごとに、それぞれの実現状況を把握で

きる段階で行うなど、その場面を厳選すること。 

３ 観点別学習状況の評価になじまず個人内評価の対象となるものについては、児童

生徒が学習したことの意義や価値を実感できるよう確実に伝えること！ 

 ○ 「感性や思いやり」など児童生徒一人一人のよい点や可能性、進歩の状況など

を積極的に評価し、児童･生徒に確実に伝えること。 

４ 言語能力、情報活用能力や問題発見・解決能力など教科横断的な視点で育成を目

指すこととされた資質・能力は、各教科等における「知識・技能」、「思考・判断・

表現」、「主体的に学習に取り組む態度」の評価に反映させること！ 

 ○ 教科横断的な資質・能力は、各教科等の学習の文脈の中で適切に評価すること。 

５ 学習評価の方針を事前に児童生徒と共有する場面を設けること！ 
 ○ 学習評価の方針・方法・内容（範囲）について児童生徒と共有する場面を設定

することは、学習評価の妥当性や信頼性を高めるとともに、児童生徒自身に学習
の見通しをもたせる上で重要であること。その際、児童生徒の発達の段階等を踏
まえ、適切な工夫が求められること。 

♦ 指導要録に記載した事項は、児童生徒本人や保護者に適切に伝えられることで、 
初めて児童生徒の学習の改善に生かされる！ 

６ 全国学力・学習状況調査や外部試験や検定等の結果は、児童生徒の学習状況を把

握するために用いること！ 

 ○ 用いることで、教師が自らの評価を補完したり、必要に応じて修正したりして

いく上で重要であること。 

Ⅱ 学習評価の改善点について     2019.1.21.『児童生徒の学習評価の在り方について(報告)』 

「知識・技能を活用して課題を解決する過程」とは：①物事の中から問題を見いだし、その問題を定義し解決の方向性を決定し、解
決方法を探して計画を立て、結果を予測しながら実行し、振り返って次の問題発見・解決につなげていく過程、②精査した情報を基
に自分の考えを形成し、文章や発話によって表現したり、目的や場面、状況等に応じて互いの考えを適切に伝え合い、多様な考えを
理解したり、集団としての考えを形成したりしていく過程、③思いや考えを基に構想し、意味や価値を創造していく過程 
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学習指導要領に示
す目標や内容に照ら
して学習状況を評価
する。 
観点ごとにＡ･Ｂ･

Ｃの三段階で表す。   
評定は、「十分満足

できる」３、「おおむ
ね満足できる」２、
「努力を要する」１
と評価を記入する。 
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現在、学習指導要領の折り返し地点を過ぎ、一層の「主体的・対話的で深い学び」の実現
に向けた授業改善と、指導と評価の一体化に基づいた適正な学習評価が求められている。 

参考：文部科学省・国立教育施策研究所 教育課程センター「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」2015 


